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2024年５月号 

ＪＴＣＣ ニュース  （一社）日本繊維技術士センター 
 

Ⅰ．（日本繊維技術士センターの行事予定） 

（一社）日本繊維技術士センターのホームページは、「繊維ＪＴＣＣ」で検索できます。 

  

＜ＪＴＣＣ開催講座のご案内＞  

（対面講座のコロナ対策：募集人員の制限、体温が37.5℃以上の方は受講不可、マスク着用、手の消毒を実施） 

 

●令和６年度の技術士試験一次、二次試験の日程及び会場  

   令和６年度の日程が決まりました。  詳細は日本技術士会のホームページを見てください。 
項目 技術士一次試験 技術士二次試験 

受験資格 制限なし 技術士一次試験合格者 

受験申込書の配布 令和６年６月７日～２６日 令和６年３月２５日～４月１５日 

受験申込書の受付（写真要） 令和６年６月１２日～２６日 令和６年４月１日～１５日 

試験日 令和６年１１月２４日 令和６年７月１５日 

筆記合格発表 令和７年２月 令和６年１０月 

口頭試験 なし 令和６年１１月～令和７年１月 

技術士資格合格連絡  官報にて告示、本人宛に合格書送付 

試験会場 北海道、宮城県、東京都、神奈川県、新潟県、石川県、 

愛知県、大阪府、広島県、香川県、福岡県及び沖縄県 

 

◆2024年度 新入社員のための「分かりやすい繊維基礎講座」のご案内 

一般社団法人 日本繊維技術士センター（JTCC） 
 

 本講座は、令和6年に繊維関係の会社に就職された新入社員の方々や、初めて繊維関係のお仕事をされる方々、 

および繊維に関する基礎的で実用的な知識を学ばれたい方々のための「分かりやすい繊維基礎講座」です。 

１．講座の趣旨 

対面講座については大阪市内あるいは近郊の繊維関係会社（繊維メーカー、アパレル製造・販売会社、衣料量販店、百貨店、

商社、繊維団地など）の社員の方々を対象に、平日の夕方、会社業務がほぼ終わりになる時間より開催します。対面講座の会

場は、地下鉄御堂筋線：本町駅に近い、輸出繊維会館6階の日本繊維技術士センター（JTCC）大阪事務所です。 

また、同時に講義内容をオンライン配信いたします。 

２．講座の主な内容 

講義は JTCC（日本繊維技術士センター）所属の技術士が担当し、画像や現物サンプルなどを用い、目・耳・手を駆使して繊維

を理解して頂くよう、カリキュラムを工夫しています。 

 またオンライン配信ではその様子をご覧になっていただきます。 

詳細内容および申し込みはJTCCホームページをご覧ください。 
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◆ＪＴＣＣ「公開講演会」     

 次月の内容が決まりましたら案内させていただきます。 

 

◆令和５年度「繊維寺子屋“観て・触って・考える・体験塾」 （参考案内） 

日程：A コース（素材、布編） 

体験 時間･･･9:15～16:45  

B コース（アパレル編） 

体験時間･･･9:15～16:45 

会場：機械振興会館･･･日程により使用する部屋が変更になります。お申込の方に別途、連絡します。  

〒105-0011 東京都港区芝公園３丁目５−８東京タワー前    TEL： 03-3434-8211 

連絡先： FAX：03-5614-0103 または E-mail ：jtcc-kt@nifty.com   でお申し込みください。 

 

 

 

 

Ⅱ．（業界ニュース） 

１． 経済産業省（生活製品課）繊 

「繊維産業の現状と政策について」 ２０２４年２月  が発表されています。 

国内における繊維産業の現状・課題と、当省にて実施している政策を紹介しています。 

「IT導入の補助金制度」の解説  が発表されています。 

「繊維製品の環境配慮設計ガイドラインの公表について」 が発表されています。 

 

 

２． 環境省 

       新着情報なし 

 

３．日本化学繊維協会、日本綿業振興会、日本染色協会 

●日本化学繊維協会（詳細は化繊協会のホームページ参照してください）   

 「内外の化繊工業の動向」 ２０２３年 年間回顧   ２０２４年４月１６日発表 

１） 衣料用：2023年の百貨店の衣類販売は前年比10.1％増と2年連続で 2桁増となっ た。インバウンド 

需要などもあり、ファッション分野の衣料需要は回復傾向が顕著となった。 家庭・インテリア用：新規 

住宅着工件数の落ち込みからインテリア需要は下落し た。新型コロナ禍で需要が伸長したマスク、 

除菌シート等の家庭・生活資材用途 の需要は一服、おむつ関連需要は生産・輸出の落ち込みから 

減少となった。 産業資材用：自動車生産は2023年に入り増産傾向に転じ、前年比 14.8％増となり、  

自動車用繊維品需要は堅調に推移した。建築受注については、減少に転じたこと で、建築資材など 

関連の繊維需要は下落した。 

mailto:jtcc-kt@nifty.com
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２） 繊維工業の生産活動は2022年以降、新型コロナ禍からの回復傾向から減産に転じ、 2023 年も 

その傾向が継続した。2023年第4四半期の繊維工業全体の生産指数では 94.6 と前年同期（100.0） 

から 5.4ポイント下落。全ての段階で下落しているが、そのうち、化学繊維を含む繊維は、国内での 

構造改革の進展もあり、92.8と前年 同期（104.2）に比べ10ポイント以上の大幅な下落となった。 

 

３） 繊維品輸出は、ドルベースで73.7億㌦・前年比（以下同じ）3.5％減、一方、円 ベースで1兆362億円 

・3.3％増と、前年に続き円安の影響もあり、ドルベースで 減少、円ベースで増加となった（数量ベース 

では3.9％減と前年に続き下落）。 形態別（円ﾍﾞー ｽ）では、繊維原料 1,144億円・前年比横ばい、 

糸類1,253億円・ 4.1％増、織物2,766億円・4.2％増、二次製品他 5,198億円・3.5％増となった。 

 仕向地別（円ﾍﾞー ｽ）では、全体の28％のシェアを占める中国が 5.4％増の2,853 億円。韓国（2.5％減）、 

香港（0.6％減）は減少したが、台湾（4.1％増）は増加 した。アセアン地域は、ベトナム（5.2％増）が増加、 

全体で 4.0％増の1,206億 円、シェアは24％となった。米州は3.3％減となったが、欧州は1.9％増と増加 

し た。 

 

４） 繊維品輸入は、ドルベースで340.4億㌦・前年比（以下同じ）7.3％減となった。 一方、円ベースは 

4兆 7,881億円・1.3％減。 形態別（円ﾍﾞー ｽ）では、繊維原料905億円・7.7％減、糸類 1,444億円・7.1％減、 

 織物1,529億円・4.1％減となった。二次製品他4兆4,003億円。二次製品は全体 で0.9％減、そのうち、 

主力の衣類は、1.2％増となった。 国別では、全体の52％を占める中国が6.8％減の2兆4,751億円。 

韓国は横ばい（0.0％増）であったが、台湾は10.6％減となった。アセアン地域は、ベトナ ム（7.7％増）、 

インドネシア（3.3％増）が増加、全体で5.5％増となった。アセア ンのシェアは31％となった。 

欧州（20.6％増）は大幅増、米州（7.5％減）は減少 した。 
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５）2023 年の化繊生産は前年比8.4％減の67.5万㌧となった。うちセルロース繊維は 同7.7％増の 

16.3万㌧、合繊は同12.5％減の51.2万㌧であった。 合繊生産を品種別にみると、ナイロンFは 

同4.7％減の6.9万㌧、ポリエステルF は同 12.3％減の 8.4万㌧、同Sは同 14.6％減の 6.1万㌧、 

アクリルSは同12.1％ 減の8.2万㌧となった。 年末在庫は前年同期比 11.8％増の 10.9 万㌧となった。 

うちセルロース繊維は同 9.5％増の 3.0万㌧、合繊は同3.8％増の7.9万㌧となった。 

 

●日本綿業振興会（詳細はホームページ参照） 

        ・ 新情報なし 

   ●日本染色協会（詳細はホームページ参照） 

      ・ 新着情報なし 
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４．（一社）日本衣料管理協会、（一社）繊維評価技術協議会（繊技協）、他 

 ●（一社）日本衣料管理協会                       

          

      繊維製品品質管理士の受験用テキストが改訂されました。   

       「新改訂版 繊維製品の基礎知識」    価格：５，６１０円 

      購入方法は、日本衣料管理協会のホーム頁より 
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   ●（一社）繊維評価技術協議会（繊技協）  

   ・繊維製品の環境配慮設計ガイドラインの公表について 

        ・SEKマーク繊維製品認証基準の改訂について 

 

●協同組合関西ファッション連合（KanFA） 

       ・新着情報なし 

 

 

 

 

 Ⅲ．（技術情報）     詳細な内容は各学会誌、月刊誌をご覧下さい。 

◆＜繊維学会誌＞ ２０２４年４月号 ―――――――――――――――――――――――――― 

＜繊維・材料の循環＞ 

〇ポリエステルの低エネルギーケミカルリサイクル法の開発       産総研 田中真司 

〇プラスチックの環境問題の動向と包装材料の最近の動向内部構造の解析 

                            東洋紡（株）  清水敏之 

〇色で素材を循環する“Ｃｏｌｏｕｒ Ｒｅｃｙｃｌｅ Ｓｙｓｔｅｍ®”新しい繊維リサイクルのかたち 

                                        ㈱COLORLOOP 内丸もと子 

〇Ｉｄｅｏｎｅｌｌａ Sakaiensisによるポリエチレンテレフタレートを原料とした 

ポリヒドロキシアルカン酸の発酵生産          奈良先端科学技術大学 吉田昭 

〇カネカ生分解性バイオポリマーＧｒｅｅｎ Ｐｌａｎｅｔ® と資源循環システム構築の取り組み 

                                     ㈱カネカ 福田竜司・宮本貴幸 

    〇アパレル企業におけるGHG削減への取り組みと衣料品回収（エコロモキャンペーン）について 

                                                               ㈱ワールド 八木恵美子 

    ＜繊維 街歩き⑴＞ 

    〇川島織物文化訪問記                                                  繊維学会 小寺芳伸 

 

◆＜繊維製品消費科学会誌＞ ２０２４年３月号 ―――――――――――――――――――――― 

報文 熙 

〇学校制服により育まれる中国生・高校生の意識と教員・保護者の期待 

                          お茶の水女子大学 内藤章江  ㈱チクマ 有吉直美 

〇ジェンダーレスファッションの評価に関与する色彩・アイテム・性差因子の検討 

                          椙山女子学園大学 加藤千穂、原田菜央、石原久代 

〇「青色の異なるトーンの寝具に対する入院患者の印象－精神病棟における調査－」 

       福岡看護大学 原 やよい、中島富有子   福岡女子大学  黒木 凜、庄山茂子 

○患者と病衣と看護師の制服が精神的健康にもたらす効果 

                          金沢医科大学 孫 珠熙  前富山大学  日光美織  

                  〇各スタイリングにおけるスタイリングイメージの認識の特性の検討 

                      文化学園大学 杉田秀二郎  （一社）日本ファッションスタイリスト協会 あいざわあゆみ 
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◆＜繊維機械学会誌＞  ２０２４年３月号 ――――――――――――――― 

 

〇福井地域が挑戦する未来創造型産業のカタチ              福井大学  米沢 晋 

〇自動車用不織布                             日本バイリーン㈱ 田中広志 

〇表情認識マスクの開発とメタバースへの応用展開    

 Ｄｏ Ｉ ａｍｉ .ｌｉｃ 稲員悠太  大阪大学 西河 敦 

〇アップサイクル・ブランド「ｅｄｇｅ」における製品デザインー市場展開を通しての価値の創出－ 

                                            共立女子大学 宮武恵子 

               

 

 

◆＜日本技術士会誌＞  「技術士PE」 ２０２４年３月号 ―――――――――――――――― 

次月に掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（月刊誌） 

◆＜加工技術＞ ２０２４年３月号 ――――――――――――――――――――――――――――  

〇アパレルものつくり アパ・これ・ろん １                 ＪＴＣＣ  樋之口孝子 

〇ＩＴＭＡ ２０２３ ミラノ展視察記 ８       Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｃｏｓｕｌｔｉｎｇ Ｐａｒｔｎｅｒｓ 伊藤高廣 

   Ⅷ 省エネルギーとＧＨＧ 

     Ⅷ Ａ 燃料   Ⅷ Ｂ 加工機  Ⅷ Ｃ 新たな取り組み 水素 

   Ⅸ 世界の動向 

   Ⅹ 総括 

〇炭素繊維コンポジットの最新技術動向 ２           井塚技術士事務所 井塚淑夫 

   ５．成形 

   ６．ＣＦＲＰの二次加工及び検査 

   ７．ＣＦＲＰのリサイクル 

〇名古屋テキスタイル研究会                                                編集部 

  〇時空繊維                                                      ＪＴＣＣ 八木健吉 

        ・錦織の名称    ・大津市錦織地域    ・古都保存法の古都への登録     ・近江大津宮の研究史 

        ・錦織説の登場   ・さまよえる近江大津宮    ・錦織地区での民家の建替工事   

・発掘調査の許可を得る     ・発掘調査の開始    ・柱穴の発見     

・13基の柱穴が出現、近江大津宮か？    ・国史跡の指定へ     ・幸運の女神が微笑む？ 

・ＪＲ「西大津」駅を「大津京」駅に改称 
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◆＜不織布情報＞ ２０２４年３月号  ―――――――――――――――――――――――――― 

【用途特集】 フィルター 

 

 

◆ ＜新聞、他＞ 

      繊研新聞  

〇２０２４年１～２月 の衣料品の輸入 （数量：百万点、金額：億円、シェア：％、下段：前年同期比）     

順

位 

国 ニット衣料 布帛衣料 合計 

数量 金額 数量 金額 数量 シェア 金額 シェア 

１ 中国 190 1,158 103 1,079 293 51.3 2,237 44.8 

1.4 8.2 ▲11.7 4.3 ― ― ― ― 

２ ベトナム 69 499 26 459 95 16.6 958 19.2 

21.3 30.8 1.8 20.8 ― ― ― ― 

３ 

 

カンボジア 40 162 14 159 54 9.5 321 6.4 

1.2 3.4 ▲2.8 2.9 ― ― ― ― 

４ バングラデシュ 28 146 12 167 40 7.0 313 6.3 

28.3 21.9 0.1 7.6 ― ― ― ― 

５ ミャンマー 19 82 16 194 35 6.1 276 5.5 

8.4 5.6 ▲8.4 ▲3.1 ― ― ― ― 

６ イタリア １ 79 1 128 2 0.1 207 4.1 

▲2.5 19.8 2.3 25.8 ― ― ― ― 

７ インドネシア 9 80 9 130 18 3.2 210 4.2 

▲9.5 ▲3.6 22.9 28.7 ― ― ― ― 

 その他 23 235 11 237 34 6.0 4,522 9.5 

― ― ― ― ― ― ― ― 

全世界 379 2,441 192 2,553 571 100 4,994 100 

6.6 12.4 ▲7.0 9.5 ― ― ― ― 

                                                      出所：日本貿易統計 
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    「ＪＴＣＣニュース」では、毎月数社の企業紹介や製品の案内をさせていただきます。 

掲載をご希望の方は、jtccnews＠mbr.nifty.com に投稿してください。（掲載料金は無料です。） 

賛助法人・団体会員様の声（技術的な問題，ＪＴＣＣに対する声などをメールでお聞かせください） 

連絡先：jtccnews＠mbr.nifty.com 

ＪＴＣＣニュース用のメールアドレスは、jtccnews＠mbr.nifty.com です。 

編集：一般社団法人 日本繊維技術士センター  広報委員会  JTCCニュース担当   金田哲郎 

 

    一般社団法人 日本繊維技術士センター（JTCC） 

   本部事務所     〒541-0051  大阪市中央区備後町3丁目4番9号 輸出繊維会館6階 

         ☎ 06-6484-6506  FAX 06-6484-6575  Ｅ-Ｍａｉｌ ｊｔｃｃ＠ｎｉｆｔｙ.ｃｏｍ 

   関東支部事務所  〒103-0001  東京都中央区日本橋小伝馬町12-9（滋賀ビル506号室） 

         ☎ 03-5643-5112  FAX 03-5614-0103  Ｅ-Ｍａｉｌ ｊｔｃｃ-ｋｔ＠ｎｉｆｔｙ.ｃｏｍ 

   東海支部事務所  〒460-0011  名古屋市中区大須1丁目35-18 一光大須ビル7階  

（公財）中部科学技術センター内）    ☎ 052-231-3043（代）  FAX 052-204-1469   


